
施
設
長　

清

嶋

欣

治

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二

十
六
年
の
年
頭
に
あ
た
り
入
居
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
ご
家

族
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
四
月
に
施
設
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
無
事

新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
す
の
も
皆
様
方
か
ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
お
陰
で
あ
る
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
や
す
ら
ぎ
荘
を
新
し
く
改
築
し
て
い
た
だ
き
、
一

年
と
四
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
環
境
、
す
ば
ら

し
い
建
物
、
す
ば
ら
し
い
設
備
等
が
と
と
の
っ
た
中
で
、
多

く
の
い
ろ
い
ろ
な
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
施
設
を
適
正
に

運
営
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
こ
と
に
つ
い
て
、
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
社
会
福
祉
法
人
城
端
福
祉
会
「
き
ら
ら
」
と
社

会
福
祉
法
人
福
寿
会
と
の
合
併
が
四
月
一
日
に
行
な
わ
れ
ま

す
。
合
併
に
伴
い
、
い
ろ
い
ろ
と
統
一
し
て
い
く
べ
き
も
の

も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
良
い
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

や
す
ら
ぎ
荘
に
は
、
介
護
、
看
護
、
厨
房
、
相
談
業
務
等

い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
専
門
職
員
が
い
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
介

護
力
の
向
上
を
図
り
、
や
す
ら
ぎ
荘
が
安
全
で
安
心
で
き
る
、

そ
し
て
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
施
設
に
な
る
よ
う
に
職
員
一

同
一
丸
と
な
っ
て
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
や
す
ら
ぎ
荘
は
、「
地
域
に
密
着
し
た
介
護
福

祉
の
拠
点
」
の
施
設
と
し
て
も
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
へ
の
貢
献
も
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
介
護
に
つ
い
て
の
お
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
相
談
か
ら
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
ま
で
迅
速
に
ご
支

援
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
も
引
き
続

き
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

年
始
の
ご
挨
拶
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第

会
回回3131

年年 忘忘れれ
平成25年12月14日、第31回やすらぎ荘年忘れ会が盛大にとり行われました。
清流会の皆さんによる五箇山民謡や、編み竹会さんによる風船パフォーマンス
も行われ、楽しい時間になりました。その時の様子を少しお伝えします。

入居者の方も一緒に手踊りをしたり民謡を口ずさみ、楽しまれていました。

清流会さんによる
五箇山民謡

清流会さんによる
五箇山民謡
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入居者の方はショートステイの方を含め101名の方がホールへ足をはこんで
いただきました。その他、家族さん55名（40組）、ボランティアさん35名、 
清流会10名、編み竹会3名、スリーティ2名、総勢206名の方にご参加いた 
だきました。みなさんご協力 ありがとうございました。

水戸黄門の寸劇には会場から
「うまいぞー」とかけ声が

かけられました。

わたがしやポップコーン、たいやき、
なんなんまぶまぶなどたくさんの
食べ物も売られており、みなさん

おいしそうに召し上がっておられました。

編み竹会さんによる
風船パフォーマンス
編み竹会さんによる
風船パフォーマンス

職員による
出し物
職員による
出し物
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毎年恒例の福笑いを行いました。

利用者さん達が共同で
作られた作品です。
かわいくできたでしょう。

今年一年よろしく今年一年よろしく
　　　お願いいたします　　　お願いいたします
今年一年よろしく
　　　お願いいたします

毎年恒例の福笑いを行いました。

　

高
齢
者
虐
待
が
起
こ
る
背
景
に
は
様
々
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。
高
齢

者
の
身
体
介
護
や
認
知
症
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
・
介
護
の
重
圧
に
よ
っ
て

虐
待
に
及
ぶ
ケ
ー
ス
が
多
く
、
環
境
や
性
格
・
経
済
状
態
・
人
間
関
係

な
ど
も
大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

虐
待
の
区
分
に
は
、
●
身
体
的
虐
待
、
●
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放

任
、
●
心
理
的
虐
待
、
●
性
的
虐
待
、
●
経
済
的
虐
待
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
を
図
る
た
め
に
は
、
介
護
者
が
気
分

転
換
で
き
る
自
由
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
し

介
護
し
て
い
る
高
齢
者
か
ら
離
れ
る
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
心
身
の

充
電
を
行
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
日
々
の
介
護
と
自
身
の
生
活
の
バ
ラ

ン
ス
を
う
ま
く
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

ご
近
所
の
高
齢
者
で
こ
の
よ
う
な
状
態
の
方
が
い
ら
し
た
り
、
介
護

疲
れ
に
よ
る
悩
み
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
・
ご
相
談
下
さ
い
。

《
こ
ん
な
事
も
虐
待
に
あ
た
り
ま
す
》

●
む
り
や
り
食
事
を
口
に
入
れ
る
。

●
意
図
的
に
薬
を
過
剰
に
服
用
さ
せ
た
。

●
脅
し
た
り
、
屈
辱
的
な
言
葉
を
発
す
る
。

●
侮
辱
を
込
め
て
、
子
供
の
よ
う
に
扱
う
。

●
高
齢
者
が
話
し
か
け
て
い
る
の
を

意
図
的
に
無
視
す
る
。

●
年
金
や
預
貯
金
を
合
意
な
し
に
使
用
す
る
。

皆
さ
ん
、介
護
疲
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

皆
さ
ん
、介
護
疲
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

〜
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
〜

〜
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
〜

〜
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
〜

。

炭
坑
節
踊
っ
て
、

楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ
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ふ
く
満

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ふふふ
く
満

デデデデデ
イイ
サササ

ビ
スス
セセ
ンンンンンン
タ

私たちが
自宅にお風呂を
運びます！

私たちが
自宅にお風呂を
運びます！

な
ん
だ
か　
　
　

と
心
温
ま
る

な
ん
だ
か　
　
　

と
心
温
ま
る

な
ん
なな

温
ま
温
ま

な
ん
な
ん
な
ん

ま
る
ま
る
ま
る

温
まま
温
ま

介

護

川

柳

介

護

川

柳

介

護

川

柳

介

護

川

柳

最
優
秀
賞

〈
介
護
者
〉

動
く
手
を

　

添
え
て
一
緒
に

　
　
　
　

豆
腐
切
る

〈
介
護
者
〉

手
を
も
つ
と

　

照
れ
か
頑
固
か

　
　
　

じ
い
は
ら
う

〈
ヘ
ル
パ
ー
〉

﹁
あ
ん
た
誰
？
﹂

　

毎
度
い
つ
も
の

　
　
　
　

自
己
紹
介

〈
ヘ
ル
パ
ー
〉

ヘ
ル
パ
ー
と

　

共
に
笑
っ
て

　
　
　

入
れ
歯
落
ち

〈
ヘ
ル
パ
ー
〉

ほ
ほ
染
め
な
い
で

　

変
化
が
な
い
か

　
　
　
　
　

確
認
中

お子さんが学校に行っている間に、
利用者の方の話し相手やドライヤー
掛けをして下さっています。

武田 紀子さん

ボランティアさん紹介ボランティアさん紹介

富
山
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
協
議
会
で
は
、
毎
年
８
月
10
日
を

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
日
」
と
し
、
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

介
護
に
あ
た
る
家
族
や
ヘ
ル
パ
ー
の
想
い
を
川
柳
に
し
た
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
入
賞
作
品
の
一
部
を
ご
紹
介

致
し
ま
す
。

< 訪問入浴 >
外出が困難な方のお宅に訪問して、
浴槽を設置し、温かいお風呂に
入って頂きます。お風呂に入ると、
元気が出ますね！

気持ちい～わ
ありがとう

大好きなことば大好きなことば

ん
だ
ん
だ

と
心
温
心
温

かかか

ん
だ
ん
だ
ん
だ
かかか

と
心
温

とと
心
温

ととと

入　

選

福光児童館きっずらんどの
子供達が遊びに来てくれました。
利用者の皆さんに、好きな言葉
を聞いて、一緒に書きました。
素敵な作品になりました。

優 

秀 

賞

ふく満デイは、
雰囲気が明るくて
素敵なところですね！
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「
施
設
内
に
お
け
る

  

緊
急
時
の
対
応
」
の
研
修

11
月
12
日
（
火
）
の
午
後
7
時
よ
り
、「
施

設
内
に
お
け
る
緊
急
時
対
応
」
に
つ
い
て
、
緊

急
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
再
確
認
と
職
員
の
意
識
統
一

を
図
る
た
め
各
部
署
別
ご
と
に
行
い
ま
し
た
。

　

や
す
ら
ぎ
荘
56
名
、
や
す
ら
ぎ
荘
Ｄ
・
Ｓ
18

名
、
ふ
く
満
Ｄ
・
Ｓ
26
名
、
計
100
名
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
日
中
、
夜
間
の
事
例
を
2
つ
ず
つ
み

ん
な
の
前
で
実
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
介
護
職

員
だ
け
で
は
な
く
職
員
全
体
で
行
っ
た
実
技
が

良
か
っ
た
。
他
の
職
員
の
意
見
が
参
考
に
な
っ

た
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
研
修
に
と
り
く
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

感
染
対
策
委
員
会
の

　
　
　

研
修
会
に
つ
い
て

12
月
4
日
（
水
）、
株
式
会
社
マ
ッ
キ
ン
リ

ー
の
松
田
昭
孝
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

セ
ラ
液
の
消
臭
、
除
菌
効
果
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
セ
ラ
液
は
厨

房
施
設
・
温
浴
施
設
・
宿
泊
施
設
内
を
よ
り
衛

生
的
且
つ
清
潔
に
保
つ
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ

た
消
臭
除
菌
水
で
第
3
者
機
関
に
お
い
て
も
効

果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
殺
菌
剤
や
消
毒
剤

と
違
い
、
人
に
も
安
全
で
各
種
細
菌
に
も
抗
菌

作
用
が
あ
り
、
当
施
設
で
も
玄
関
や
各
ユ
ニ
ッ

ト
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
ユ
ニ
ッ
ト
内

で
の
排
泄
援
助
時
も
消
臭
効
果
が
出
て
い
ま

す
。超
音
波
霧
化
器
の
使
用
方
法
や
使
用
期
限
、

皮
膚
や
口
、
食
品
へ
の
安
全
性
、
次
亜
塩
素
酸

と
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
違
い
等
、
各
々

が
活
発
に
質
問
し
、
成
分
、
効
果
に
つ
い
て
再

認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
セ
ラ
液
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
も
抗
菌
を

発
揮
す
る
こ
と
が
分
か
り
、
流
行
す
る
時
期
等

は
有
効
に
使
用
し
て
感
染
症
予
防
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
＝
24
時
間
シ
ー
ト
＝

　
　
　

   

勉
強
会
』を
開
き
ま
し
た

　

去
る
12
月
20
日
（
金
）
の
午
後
7
時
〜
9
時
、

表
記
の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
施
設
と
な
っ
て
1
年
と
4
ヶ
月
。
ユ
ニ
ッ
ト

ケ
ア
の
基
と
な
る
、
入
居
者
さ
ん
の
一
日
24
時

間
の
暮
ら
し
が
わ
か
る
『
24
時
間
シ
ー
ト
』
を

作
成
し
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
活
用

で
き
て
い
な
い
、
ま
た
、『
24
時
間
シ
ー
ト
』

へ
の
理
解
も
乏
し
い
の
が
現
状
で
す
。そ
こ
で
、

職
員
の
方
か
ら
「
勉
強
会
を
開
い
て
ほ
し
い
。」

と
の
声
が
上
が
り
、
日
時
を
設
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
10
・
11
月
に
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
研

修
に
参
加
し
た
5
名
の
職
員
で
す
。
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
も
交
え
た
研
修
報
告
の
後
、
日
頃
の
疑

問
等
を
講
師
に
答
え
を
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、

参
加
者
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い
『
24
時
間

シ
ー
ト
』
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

深
め
た
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
で
す
。
今

後
も
他
職
種
参
加
の
『
24
時
間
シ
ー
ト
』
の
勉

強
会
を
定
期
的
に
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

やすらぎ114号（６）　　平成26年1月発行　平成26年1月発行



〕
略
称
敬
〔

）
体
団
（

団
仕
奉
字
十
赤
光
福
・

G
O
ト
イ
メ
ス
ル
ヘ
・

会
の
ミ
レ
ド
・

動
運
り
く
づ
会
社
い
る
明
・

団
仕
奉
字
十
赤
口
井
・

会
声
吟
・

14
団会

合
連
ブ
ラ
ク
人
老
口
井
・

会
人
婦
合
連
市
砺
南
・

会
の
友
子
山
案
・

会
翔
婦
・

会
き
ず
み
・

会
の
り
わ
ま
ひ
部
り
語
・

会
の
り
ま
だ
ひ
A
J
・

会
苑
翠
・

イ
ハ
ブ
マ
ス
モ
ス
コ
・

中
社
瀬
成
・

会
鈴
美
・

会
竹
み
編
・

会
の
り
ま
だ
陽
・

会
議
協
祉
福
会
社
田
山
・

会
協
謡
民
光
福
・

会
議
協
祉
福
会
社
市
砺
南
・

部
支
谷
蟹
南
ト
イ
メ
ス
ル
ヘ
・

会
流
清
・

オ
キ
ノ
ピ
・

会
の
り
ま
だ
ひ
・

K
＆
N
・

会
の
り
ば
ひ
・

 
 

）
人
個
（

信
志
与
田
山
・

| 
 

|、
て
し
ま
き
頂
を
力
協
御
・
情
厚
御
の
ん
さ
く
た
に
方
様
皆

。
す
ま
げ
上
し
申
礼
御
て
に
面
紙
。
す
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ
に
誠

）
校
学
（

校
学
小
部
東
光
福
・

園
稚
幼
葉
青
光
福
・

校
学
小
部
中
光
福
・

　澤
中
・

子
淑

子
よ
さ
達
安
・

　村
出
・

枝
一

　田
内
・

美
一

子
美
喜
岩
金
・

　坂
山
・

夫
年

　川
向
・

憲
正

　川
向
・

子
弘

子
美
冨
崎
下
・

　端
道
・

子
邦

子
弘
佐
島
北
・

　崎
谷
・

子
記

　田
坂
・

美
福

存
金
・

　塚
小
・

子
信

　田
竹
・

菜
真

里
香
明
水
清
・

　尾
西
・

季
美

　田
管
・

音
綾

　西
大
・

里
英

　奥
西
・

剛
清

　山
栗
・

雄
忠

　田
武
・

子
紀

郎
次
竹
田
上
・

　（７）やすらぎ114号 平成26年1月発行　



ハロウィンの
手づくりおかしおいしかった

菊まつり見物
に

行ってきまし
た！

クリスマス会の
ケーキおいしかった

屋台村では、焼き鳥やおでん
などがたくさんふるまわれ、
おいしく召し上がられました

もちつき会

アピタで
ショッピングアイスをパクリ

でん
れ、
した

ユニット行事ユニット行事

屋 台 村屋 台 村

ビール
おいしい

おいし
い

おもち
に

　 な～
れ！

つきたての
おもちを
食べました！
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